
１．店別状況 ２．商品分類別売上高
(千円) (%) (%)

売上高※1 参考前年比※2

全店合計 合計 91.3

日本橋 衣料品 紳士服･洋品 82.6

新宿アルコット 婦人服･洋品 80.8

銀座 子供服･洋品 98.0

池袋 その他衣料品 90.4
千葉 衣料品小計 82.6

仙台 身の回り品 　 82.6

札幌 家庭用品 家具 85.8

名古屋栄(ラシック含） 電器 118.7

星ヶ丘 その他家庭用品 84.2
新潟 家庭用品小計 86.7

広島 食料品 99.1

高松 食堂･喫茶 91.2

松山 雑貨 88.6

福岡 サービス 77.2

鹿児島 その他 89.9

※1 テナント売上高を含みます。 テナント売上 246.8
※2 2008年5月より、前年の売上実績を100として比較しています。　

　
３．商況概況

<６月商況>
・ 梅雨入り後、降水量は少なく低温傾向が続いたものの、雑貨部門ではﾚｲﾝｸﾞｯｽﾞが伸長した。一方、婦人衣料では

ﾌﾞﾗｳｽやﾜﾝﾋﾟｰｽなどが堅調だったものの、衣料品は全体的に伸び悩んだ。中元商戦はほぼ前年並みで推移し、
食品部門は引続き好調を維持したもの、前年はｸﾘｱﾗﾝｽｾｰﾙ初日が6月30日だったこともあり、ﾃﾅﾝﾄを含めた

　 全店店頭合計の売上は91.3％となった。　
・ 日本橋本店は、衣料品では軽衣料を中心に使いまわしの効く夏物を集積して需要喚起を行い一定の効果はあった

ものの、全体では伸び悩んだ。梅雨入りが例年より早かったことからﾚｲﾝｼｭｰｽﾞやﾚｲﾝｺｰﾄなど中心としたﾚｲﾝｸﾞｯｽﾞ
は好調に推移。中元はほぼ前年並みで推移し、食品部門は洋菓子を中心に引続き好調だったが全体を押し上げる
にはいたらず、売上前年比は92.4％となった。

・ 銀座店は、ｼｰｽﾞﾝMDでは、水着がｲﾍﾞﾝﾄと連動したことなどが奏功して目標を2桁上回るなど好調。一方、主力の
　 婦人衣料はﾌﾞﾗｳｽやﾜﾝﾋﾟｰｽは動いているが全般的に伸び悩み、売上前年比は89.8%となった。
・ 名古屋栄店は、｢全国職人の技展｣などの催事が好調で売上・集客増に貢献し、食品部門が和洋菓子を中心に

好調に推移したが、衣料品が低調で、売上前年比は89.2％となった。
<その他>

・ 各店で中元ｷﾞﾌﾄｾﾝﾀｰをｵｰﾌﾟﾝ。素材や製法にこだわった本格派ｷﾞﾌﾄや三越ならではの限定商品が好調。ｻｰﾋﾞｽ面
では、お客様のご要望にお応えするため、初めて開始した携帯電話での食品原材料検索ｻｰﾋﾞｽが好評を得ている。
売上は7月13日（日）現在で、ほぼ前年並みで推移。

　

　　

　
　2008年3月より、報告する売上高にテナント売上を加えて、同じ基準で比較して前年比としています。
　三越各店でテナントも含めた店舗の全てのフロアでお客様がお買物される金額をお店の販売額と
　捉えるためであると同時に、統計の継続性を保つためです。

2008年7月15日

株式会社　三　越　　２００８年６月売上報告

店名 売上高※1 参考前年比※2

56,633,868 91.3 56,633,868

22,915,584 92.4 3,608,195

1,572,003 95.2 10,823,619

3,995,311 89.8 581,864

1,958,046 89.6 1,676,803
2,322,230 91.8 16,690,481

2,763,048 91.0 6,677,773

2,875,859 91.1 907,347

6,659,560 89.2 229,990

1,543,159 95.1 1,750,418
1,370,233 89.8 2,887,755

1,343,358 91.4 17,177,499

1,889,693 89.5 991,939

1,527,090 83.6 8,399,189

2,469,108

3,146,220 92.9 174,214

752,474 89.9 1,165,917
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